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PMNsが多数観察された。同様に透過電子顕微鏡で
もPMNs注入3時間後で、虹彩実質組織内のみな
らず虹彩血管内にPMNsの存在が確認された。
【結論】　実験的に前房蓄膿を作成し、その消退過程
を経時的に観察することができた。前房内注入した
PMNsは主に虹彩実質の血管および血管周囲組織を
介して眼底へ流出していくことが示された。
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　我々は、（BXSB♀×NZB♂）Flマウスにおいて
高頻度に踵／足根関節に強直性腱付着部炎（ankyros－
ing　enthesitis）を発症することを見いだした。強直
性腱付着部炎の発症は、7ヶ月齢以上の（BXSB♀
×NZB♂）Fl♂にのみ83％の発症を認める病変で
あり、♀においては発症を認める事はできなかった。
また、Flマウスの元であるBXSBAYおよびNZB／N
マウス7ヶ月例以上において、雌雄いずれにも発症
を認める事はできなかった。
　この病変の病理学的特徴は、軟骨と骨の過形成が
進行して足根骨と融合して起きた病変であると考え
られた。そのため、進行性炎症性関節障害で認めら
れる血清性リウマチ因子（RF）を測定したが、結
果は陰性であった。また、膝窩リンパ線のT細胞
の産外するIL－17、　IL－4、　IFN一γについて測定した
結果、IL－17は関節の強直に有意に関連し、このサ
イトカインが病気の発症機序の作動相として関わっ
ていることを示唆していた。
　我々のモデルと近似の病態を示す（MRL／rpl×
C3H／lpr）Fl雄マウスにおいて強直性腱付着部炎発
症促進因子としてIpr遺伝子の突然変異であるrpl
遺伝子の役割が示唆されているので、BXSBおよび
NZB系統にrpl遺伝子を導入し強直性腱付着部炎の
発症を観察した。その結果、BXSB系統では雌雄と
も病態を発症せず、NZB／rplの雄のみで強直性腱付
着部炎の発症が見られた。
　強直性腱付着部炎モデルマウスBXSBおよび
NZBにおける病理組織学的変化、および免疫学的
変化について報告する。
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【緒言】　自己免疫性水庖症は表皮抗原に対する自己
抗体により、皮膚または粘膜上皮の細胞間あるいは
細胞基質問の接着が障害されるために水庖が形成さ
れる疾患であり、細胞間接着が障害される天骨平群
と、細胞基質間接着が障害される類二二瘡群に大別
される。これらの疾患は口腔粘膜病変を主症状また
は随伴するものも数多くあり、一般的には尋常性天
庖瘡、腫瘍随伴性天二三、抗BPI80型粘膜類天庖瘡、
抗うミニン332型粘膜類天庖瘡、後天性表皮水庖症
などが知られている。
　今回われわれは、口腔粘膜病変を主訴に当科を受
診した自己免疫性水庖症患者について臨床的検討を
行ったので報告する。
【対象】2003年4月から2010年3月までの7年間
に難治性口内炎を主訴に東京医科大学病院歯科口腔
外科を受診し、自己免疫性水庖症のうち天庖瘡もし
くは類天心瘡と考えられた22例を対象とした。
【方法】天庖瘡および類天然瘡の診断は血液検査と
組織生検を施行し、厚生労働省希少難治性皮膚疾患
調査研究班の診断基準に準拠して行った。さらに、
これらの疾患の血清学的検査値と臨床経過との関連
性についても検：討した。
【結果】　対象疾患の診断結果は尋常性天漆瘡10例、
IgA天心瘡1例、粘膜類天庖瘡1例、水庖直話天庖
瘡4例、確定診断が困難な症例6例であった。口腔
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粘膜に主症状を呈した水霜性類天虚言における初回
の抗BPI80抗体価の平均は3・9．1であった。治療と
しては局所ステロイド治療および口腔衛生指導を行
い、全例とも経過良好であった。
【考察】　口腔粘膜に主症状を呈した自己免疫性水庖
症の診断において血清検体でのELISA法は有用な
検査法であった。口腔内の病態とこれらの抗体価の
推移は必ずしも一致しない時期も認められた。また，
これらは口腔粘膜病変が主症状であっても経過中に
皮膚病変を生じ、症状の増悪がみられることもある
ため早期に皮膚科との連携が重要であると考えられ
た。
【結語】　当科における過去7年間の口腔粘膜に生じ
た自己免疫性水庖症について臨床的検討を行った。
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【目的】　口腔癌に対する化学放射線療法は、著しい
口腔粘膜炎が頻発し摂食障害による体重減少や低栄
養状態を生じる。今回われわれは、口腔癌患者に対
する化学放射線療法を行う際に、治療前よりEPA
配合栄養製剤（ブロシュアRv、　abbott　Japan）を用い
た栄養学的介入を行い、その有用性を検討した。
【対象および方法】　2009年10月から2010年3月
まで、東京医科大学病院口腔外科で1次治療として
化学放射線療法を施行した口腔癌患者5例を対象と
した。方法は、治療開始1週間前から治療終了1週
間後まで栄養補助としてEPA配合栄養製剤を2パッ
ク／日（600m1、　EPA　2　g）を摂取させ、治療前後
の体重や血液データの変動を検討した。対照は、
2007年から2009年までに当科で1次治療として術
前化学放射線療法を施行した口腔癌患者13例とし
た。
【結果】　栄養製剤投与5例では、総コレステロール
の有意な上昇と総リンパ球数に有意な低下を認めた
（P＜0．05）。対照群では、体重・総タンパク・アル
ブミン・総コレステロール・総リンパ球数の有意な
低下と、好中球数に有意な上昇を認めた（P＜0．05）。
【結論】EPA配合栄養製剤を用いた口腔癌患者に
対す治療前からの栄養学的介入は、化学放射線療法
における栄養指標の維持に貢献することが示唆され
た。
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白血病細胞株におけるコリン取り込み機構の解
明とその役割
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　コリンは、全ての動物細胞にとって必要な必須栄
養素であり、細胞膜の構成成分であるフォスファチ
ジルコリンやスフィンゴミエリンの前駆体として利
用されている。一方、神経系においては、神経伝達
物質であるアセチルコリンの前駆体として重要な役
割を担っている。最近、癌細胞においてコリンシグ
ナル系の活性増加が観察され、細胞増殖との関連性
について注目されている。また、PETなどの画像診
断において11C一コリンや18F一コリンが用いられる
ようになり、コリンの癌細胞への集積性の高さが確
認されている。従って、癌細胞はコリンを積極的に
取り込み細胞増殖に利用していることが推察され
る。しかしながら、白血病細胞におけるコリン取り
込み機構については全く解明されていない。本研究
では、白血病細胞株のHL－60およびJurkat細胞を
用いて、コリン取り込み機構の特徴を明らかにし、
コリン輸送に関与するトランスポーターの分子的実
体を解明することを目的とした。HL－60およびJur．
kat細胞は、時間依存性、濃度依存性およびNa＋非
依存性のコリン取り込み機構を有していた。これら
のコリン取り込みは、細胞外pHの低下および有機
陽イオン系化合物により抑制された。また、コリン
取り込みを阻害する有機陽イオン系薬物は、細胞増
殖を抑制した。更に、両細胞ともにcholine　trans．
porter－like　protein　l（CTLI）のmRNAが高発現して
いた。アセチルコリン合成酵素のmRNA発現は、
Jurkat細胞にのみ検出され、細胞内において［3H］コ
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